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令和元年度の各専門部会の取組み事項

里地里山保全利活用専門部会

里１-竹を使ったワークショップの実施 

里 2-里山の保全活動体験イベントの実施

資料５ 
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里-１ 竹を使ったワークショップの実施 

■実施概要 

概要・目的 

概要 
・黒川地域の里山で発生する竹材を活用し、小・中学生とともに、竹行
燈づくりを実施 
・竹行燈づくりとともに、参加者に里山の保全利活用に向けたイベント
の実施等のニーズをアンケート調査にて把握 
目的 
【地場材の活用】黒川地域の緑地保全管理で伐採した竹材の活用
【里山環境の PR】体験を通した黒川地域の里山環境の周知
【地域交流】竹行燈づくり体験による地元の子供などとの交流

実施体制、対象者等

主催：川崎市みどりの協働推進課
協力：黒川竹行燈の会、明治大学黒川農場
対象者：事前予約⇒小学生～中学生の20 組 

第 1部 11：30～、第 2部 13：15～の２部制で事前受付
当日参加⇒明治大学収穫祭に来場し、興味を示した方

実
施
内
容

実施日 日にち：令和元年11月 9日（土） 
時 間：11：30～14：30 

実施場所 明治大学黒川農場 収穫祭会場内 

周知・ＰＲ 

①チラシの配布 
・川崎市公園緑地協会の子供向けイベントでのチラシ配布 
・地域活性化検討部会のイベントでのチラシ配布 
・アグリ・エコファーム in 明大農場でのチラシ配布 
・ふれあい動物園でのチラシ配布 
・市内各庁舎情報コーナーにチラシ配布 
・黒川、はるひ野町内会内チラシ掲示･回覧
②市ＨＰ広報 
③麻生区ツイッター広報 
④農業振興課メルマガ広報

内容 

①竹行燈づくり（参加費500円） 
・黒川竹行燈の会のメンバーが講師となり、参加者とともに竹行燈を作
る。（制作した竹行燈は参加者が持ち帰る）
・参加費については黒川竹行燈の会の活動経費に充当。
②里地里山の保全活動に対するアンケート調査（保護者・当日参加の大
人に実施） 
・保護者や当日受付の大人の方を対象に、里地里山の保全活動へのアン
ケート調査から、今後の保全活動体験イベント等の検討。

予算等 チラシ印刷費、材料費等
※明治大学収穫祭の中で実施したため、イベント保険への加入はなし。
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 令和元年11 月 9日（土） 11：30～14：30 
※事前申込者が終了後、順次当日申込者を案内

実施場所 明治大学黒川農場 収穫祭会場内

参加者数 

参加者数  45 組（事前 18組、当日27組） ※昨年度２５組
事前申込数 18組（子ども：18名、保護者：24名） 
※小中学生の参加者（事前申込） 
（小学生）１年：３名、２年：７名、３年：2 名、４年：３名、５年：
２名、（中学生）２年：１名
※参加者居住地域（川崎：２組、幸：1 組、中原：2 組、高津：１組、
宮前：１組、多摩：１組、麻生：10組） 

実施状況 
（写真等） 

主催者や参加者の声
（主な意見、感想）

●参加者の声（アンケート調査より） 
・初心者にも、丁寧に教えてくださって本当にたのしくうれしかった。
・手が痛くなったけど楽しかったので、また行きたいです。
・去年は無料だったのと、竹を切るところから出来たので良かったが今
年はなくなって残念。

評価と今後の進め方
等（専門部会での検
討事項） 

・より多くの方に竹行燈を知ってもらうため、2 部制での開催となった
が、講師となる会員の補助も上達したこともあり、スムーズな運営で
あった。 
・明治大学収穫祭との連携により、当日参加も募集したことで一般の来
場者にも里山保全の必要性を周知できた。
・今後も収穫祭との連携した、里山保全の周知も有効である。

その他  － 

事前予約者の受付 
（当日参加の受付も実施）

使用する竹の選定 

使用する型紙の選定 

ドリルで穴を開ける 

ライトの取り付け 

作品の鑑賞 
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里-2 里山の保全活動体験イベントの実施

■実施概要 

概要・目的 

概要 
地元農業者や一般の参加者と里山での保全活動体験（草刈りや竹伐りな
ど）を行い、里山の保全活動の担い手づくりにつなげるイベントを検討

目的 
【里地里山の保全】黒川地域の里地里山環境の保全
【担い手づくり】将来的な担い手づくりに向け、黒川地域の里地里山を
        保全する人材の発掘・育成 

実施体制、対象者等
主催：川崎市みどりの協働推進課
協力：地元農業者、川崎市公園緑地協会
対象者：地元住民他 

実
施
内
容

実施日 令和２年2月 8日（土）9：00～11：45 

実施場所 黒川よこみね緑地

周知・ＰＲ 

①チラシの配布 
・川崎市公園緑地協会でのこども向けイベントでチラシ配布 
・地域活性化検討部会のイベントでのチラシ配布 
・ふれあい動物園でのチラシ配布 
・竹行燈づくり参加者へのチラシ配布 
・市内各庁舎情報コーナーにチラシ配布 
・黒川、はるひ野町内会内チラシ掲示･回覧
・明治大学収穫際 PRブースでのチラシ配布 
②「緑と道の美術展 in 黒川」に出展した作家への呼びかけ
③市政だより掲載 
④市ＨＰ掲載 
⑤麻生区ツイッター広報 
⑥農業振興課メルマガ広報

内容 

◆主な活動内容：下草刈り（アズマネザサ等の除伐）
・里地里山の保全活動の一環として、緑地に繁茂している下草（アズマ
ネザサ等）を刈る。 

◆活動のポイント 
・ササ刈りで雑木林が明るくなり、安全で生物多様性の高い里山がよみ
がえる。 

・散策路周辺のササを刈ることで、道幅が確保され、散策の場としての
里山の利活用につながる。

・手鎌を使ったササ刈りは誰でも参加でき、短時間でも成果が出て、達
成感が得られる。 

予算等 チラシ印刷費、イベント保険等 
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■実施結果 

実
施
概
要

実施日時 令和２年2月 8日（土）9：00～11：45 

実施場所 黒川よこみね緑地

参加者数 参加者数：２７名（子ども：３名、大人：２４名）※昨年度 16名 
申込者数：27 名（一般参加 11組 16名、美術展関係 9名、その他2名）

実施状況 
（写真等）

■当日の流れ

※野菜については地元農業者の御協力により、
参加者へ配布。 

主催者や参加者の声
（主な意見、感想）

・良い汗を流し、自然に親しみました
・初めてだったので、簡単なカマの使い方とかササ刈りのコツとかお話があると良かった
と思う。 
・年齢の幅があってよかった

評価と今後の進め方
等（専門部会での検
討事項） 

・作業前のササ刈りの指導が簡易的だったため、初めて参加される方への対応が
不十分であった。
・天候不順があったものの、昨年度に比べ参加者人も増えていることから、地域の
保全活動への認知度が上がっており、引き続き継続的な活動も有効である。

その他 - 

9：00 はるひ野駅集合（受付）

9：15 移動

9：30 黒川よこみね緑地・開会式
１．作業説明 
２．道具の配布 
３．ササ刈り 
４．休憩（10分）・緑地保全の説明
５．作業再開 
６．記念撮影
７．片づけ・道具の返却 
８．アンケート記入 

11：35閉会式

11：45野菜の配布・解散 


